
従業員が長く健康に
働ける職場づくりを

サポートするサービス
『BizWelly』のご紹介

株式会社Under The Sun 代表取締役　日下克野



ご提案



今回のご提案

健康による損失調査や

健康経営のヒアリングを

無料で試してみませんか？

2026年4月から全ての事業者に対し、60歳以上の高年齢労働者の労働災害防止措
置が求められます。（努力義務）

「何をしたらいいかわからない」

「専門家に見てほしい」

という声をよくいただきます。



自己紹介



代表(日下克野)について
► 平成5年10月10日 埼玉県熊谷市に生まれ、栃木県宇都宮市育ち。

► ９歳からバスケットボールを始め、高校は特待生として入学。
関東大会ベスト８、栃木県優秀選手などの成績を収める。

► 群馬大学医学部保健学科に進学し理学療法を学ぶ。

► 短期留学、実習などを経て大学卒業、しかし国家試験に落ちる。

► １年間人生の小休憩をし、翌年理学療法士の資格を得る。

► 宇都宮市のスポーツ整形外科クリニックに入職し、１年目から高校バスケの
チームメディカルトレーナーを務める。

► １年で退職し、整体を開業。同年に別の整形外科医院に入職。

► 産業保健の予防分野に興味を持ち、健康経営EXアドバイザーを取得。
企業の健康増進のサポートを行う。

► 健康増進サポートを医療専門家チームで行うサービス “BizWelly”として展開

► 2026年1月法人成りし、株式会社Under The Sunを立ち上げる。





持っている資格

► 理学療法士

　　身体的な障害や病気を持つ人に、運動や身体活動を用いた治療(リハビリ)を    

　　提供する国家資格。

　　痛みの軽減や身体機能の改善、身体能力を最大限に引き出すという役割がある。

　　後ほど、『理学療法』についてご説明いたします。

► 健康経営エキスパートアドバイザー

　　健康経営の専門家であり、実践支援者。

　　中小企業が健康経営に取り組む上での課題を抽出・整理し、改善提案・計画策定　　

　　等の実践的な取り組み支援を担う専門家。

　　後ほど、『健康経営』についてご説明いたします。



健康経営ご存知ですか？



健康経営

► 健康経営とは

「従業員の健康保持・増進の取り組みが

将来的に収益性を高める投資である との考えの下、

健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践すること」

　　　　　　　　　※「企業の『健康経営ガイドブック』」(経済産業省)より抜粋

簡単にいうと

従業員の健康増進が会社のためになりますよ！

ということ



健康経営の背景

中小企業が抱える人材の問題点

► せっかく入社した社員が辞めてしまう

► 高齢化が進んでいる

► 腰痛や肩こりなどによって隠れた損失がある

► そもそも採用がきびしくなってきている

これらの問題を解決するために、研究が進んでいるのが

健康経営



問題点①：高齢化と労働生産人口減少



問題点②：人材の非定着
► 中小企業の6割が人手不足になっている

► 学生の大企業志向による採用難があり、さらに人口減少により難化が進む

► 高齢化やそれにともなう健康被害による離職 も増えていく

► また近年は20代のメンタルヘルスによる離職も増加

► ワークエンゲージメント（やりがい・没頭・活力）を高め、

ストレスの減少に努める必要がある

► 経済産業省が2017年に就活生およびその両親に行った

就職先に望む勤務条件等についてのアンケートによると

「従業員の健康や働き方に配慮している 」

が就活生・両親とも に高い回答率となっている

　　　高齢者だけではなく、若者も健康についての意識が高く なっている



問題点③：国民医療費の増加
► 高齢化と医療の高度化により医療費な年々上昇

► 1990年は20.6兆円→2020年は43兆円(２倍)

► 厚生労働省の試算によると2025年は54.9兆円

► 2040年では76.3兆円

► 人口は減少により一人あたり保険料負担は増加

► 今後は保険料増加を防ぐために、ヘルスケアの

意識を高めていく動きが必要となる

　　病気の治療から予防への意識変換

※出典：内閣府



問題点④：体調不良による労働生産性損失
► アブセンティーイズム

　　なんらかの病気によって会社を休むこと

► プレゼンティーイズム
　　出勤はしているものの体調がすぐれず
　　生産性が低下している 状態

► 欧米を含めて多くの研究によると

プレゼンティーイズムによって見えない損失が

発生しており、その額は医療費や傷病休業に

かかる費用よりも大きい とされている

► プレゼンティーイズムによる損失額の平均

健康的な人(全体の90%)　　　60万円／年

高ストレス者(全体の8％)　　　109万円／年

超高ストレス者(全体の2％)　　　139万円／年

※年収400万円で計算 ※出典：東京大学政策ビジョン研究センター
「健康経営評価指標の策定・活用事業成果報告書」(2016)

健康関連総コストの内訳



参考：プレゼンティーイズムの要因

► 主なプレゼンティーイズムの要因TOP10

１位：肩こり

２位：疲れ・疲労

３位：腰痛

４位：睡眠不足

５位：不安

６位：目の疲れ

７位：うつ病

８位：頭痛

９位：アレルギー症状

１０位：高血圧症



健康経営に取り組むメリット
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健康経営とは従業員の健康を経営資源と捉え、戦略的に健康増進へ取り組む経営手法 です。

健康経営の主なメリット

生産性の向上 働きやすい環
境

組織の活性化 労災の防止

簡単に言うと…　　

　従業員の皆さんが健康に働きやすい環境を作ることでいい会社を作ろう！ ということ。

対外的なPR 採用の強化 離職率の低下 定着率UP



健康経営のデメリット
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当然メリットがあればデメリットもあります。

健康経営の主なデメリット

数値化が難しい 時間がかかる 業務の一時停止 従業員の不安

健康経営の一番のデメリットは効果が見えづらい ということ。

形式的で終わる
可能性

協力が必要 一部の不満 費用がかかる



無形資源の蓄積による健康投資の効果量向上イメージ

投資初期

健康資源の蓄積によって
投資効果が指数関数的に増加

投資対効果量

投資量



健康経営に取り組まないことのリスク

► 不調による損失の増加
　１人あたり、年間50万円〜80万円の損失増加

► 従業員の非定着化、短期離職
　人手不足による生産性の低下、採用・離職コストの増加

► 社会の流れに取り残される可能性
　健康意識の高まり、取り組みに対する評価による　　　　　　　外部か
らのイメージダウン

► 訴訟リスク
　万が一何かが起こってしまった時に安全配慮義務違反に
　問われる可能性



健康は　“個人の問題”
ではなく　“経営課題”



法令も少しずつ厳しくなっています

2026年4月

　高齢者の労働安全衛生が努力義務化

2028年5月（遅くとも）

　50人未満の事業所でもストレスチェックが義務化



健康づくりへの投資効果

※出典：健康経営の推進に向けた取り組み 経済産業省 (2023)



健康づくりへの投資効果（実績値）

► 製造業N社（従業員数35名）

　 従業員の作業環境改善のアドバイスと、作業方法のアドバイスにより
　 従業員の腰痛・肩こりの頻度が減った 。

► 製造業M社（従業員33名）

　 従業員への健康増進セミナーと個別施術を実施。社長ではなく第３者で　
　 ある専門家の後ろ盾があるため、安心して働けるようになった とともに、
　 従業員１人１人が健康を意識する ようになり、一部の社員は実践し始めた。

► 製造業S社

　 試しに一営業所のみ導入。毎月InBodyによる測定と健康増進セミナーを実施。
　 現場での作業の仕方や健康増進に対する意識が変わった 。

　 本社でも導入を予定している。



健康経営を実施していく上での
ポイント



健康経営は経営視点での健康増進施策

健康経営はあくまでも経営視点での健康増進施策です。

そのため、経営理念・経営課題をもとに健康施策の目標を設定し、実行、評価、改
善（PDCA）を行う必要があります 。

経営理念

経営課題

方
針
の
表
明

実
施

評
価

目標の設定

計画の策定

改善

P D C

A



健康経営がうまくいく８つのエッセンス

健康経営を推進するための要素

１．経営層のリーダーシップ
　　が発揮されている

２．組織の課題とニーズが
　　反映されている

３．方針や目標が戦略的に
　　立てられている

４．担当部署や担当者が権限と
　　ともに配置されている

５．専門職や専門家が上手に
　　活用されている

６．産業保健の取り組みが
　「見える化」されている

７．コラボヘルス（保健組合と
　　連携）が行われている

８．マネジメントレビューが
　　機能している



リーダー層（中間管理職）がキー

► ８つのエッセンスのうちの１つ、リーダーシップが発揮されている

► 経営層だけではなく、中間管理職のリーダーシップサポートも

健康経営をしていく上で非常に重要となります。

► 従業員は会社からの支援に対して支援されていると実感 する前に、上司

の支援に対して支援されていると実感 します。

► 管理職のリーダーシップ研修やマネジメント研修も健康経営をしていく上で

大変重要なポイントとなっていきます。



支援されている実感が生じる流れ
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①組織から支援
　されている実感

②上司から支援
　されている実感

従業員

③会社から支援
　されている実感

管
理
職

企業



健康経営の取り組みの課題



健康経営の問題点
► 従業員が健診でメタボ予備軍と分かっても行動できない

► 腰痛・肩こり・疲労・ストレスを放置する人が多い

► 睡眠の質が低く業務に影響してしまう

► 従業員が誰に相談していいかわかっていない

► 「健康は自己責任」という古い価値観が根強い

► 行動につながる仕組みが会社にない

► 優良法人認定を取得するために形だけ行っている



BizWellyが解決すること



BizWellyで解決できること

BizWellyは、従業員の健康課題を可視化し、 行動変容まで導く仕
組みを提供します。

・健康データの可視化

・痛み・疲労の改善

・行動変容の促進

・生産性向上・離職率低下

・健康経営優良法人認定の取得支援

・安全配慮義務や法令対応のサポート



BizWellyで解決できること

先ほどお伝えした、高齢者の労働安全衛生についてでは・・・

► 安全衛生管理体制の確立

トップの方針表明、リスクアセスメントの実施

► 職場環境の改善

照明の増設、段差解消、補助具の活用など

► 健康、体力の把握

定期健康診断に加え、ロコモ度チェックや体力テストの実施

► 状況に応じた対応

身体機能に適合したマッチング、労働時間短縮など

► 安全衛生教育

加齢による心身機能の変化を理解させる教育



BizWellyの強み



BizWellyは医療専門家がチームでサポート

► 専門家が現場に直接介入
　　・現場が抱えている問題点の把握
　　・従業員が感じている不満の察知
　　・コミュニケーション促進による健康問題の早期相談
　　などの対策で現場に密着したサポートを行います。

► 施術・相談・講義を組み合わせた実装型の健康支援

　　研修のみ、アプリのみとは違い、従業員の行動変容が
　　できるような仕組みを提供しています。

► 戦略の立案から実行サポート、改善までワンストップ

　　戦略シートを用いて、取り組みの準備から実行、改善までの
　　ＰＤＣＡを可視化し、より良い健康経営ができるように 　　
　　BizWellyがサポートします。



サービスの全体像



具体的なサービス内容

► 健康経営コンサルティング

► 健康セミナーの実施

► セラピストの出張施術

► 医療専門家相談窓口



具体的なサービス内容

健康経営準備コンサルティング

　　健康経営を実践していくための組織体制と戦略作りをいたします。

► 経営理念・健康経営についてのヒアリング

► 従業員の健康アンケート調査

► 身体能力測定・体組成分測定の実施（転倒や疼痛リスク調査 ）

► 現場視察によるヒアリング と問題把握、簡単なアドバイス

► 健康づくりの推進計画作成

► 管理職向け健康経営セミナーの実施（健康についての管理職への理解推進）

► 健康経営戦略シートの作成

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1g67Njrz2IJfztD_d0F_8mM2W_KGmkwF4i1QJqpXFa48/edit?usp=sharing


成果物一覧
●経営理念ヒアリングシート・フィードバックシート

●従業員の健康習慣アンケート調査、フィードバック

●ワークエンゲージメントについてのアンケート調査、フィードバック

●組織風土尺度アンケート調査、フィードバック

●健康経営戦略マップ

●健康投資作業用シート

●健康投資シート

●健康投資効果シート

●健康資源シート

●健康経営年間予定表

●安全衛生委員会テンプレート

●各種健康経営の実践におけるマニュアル、資料　　など







具体的なサービス内容

健康経営伴走支援コンサルティング

　　健康経営の伴走を伴走支援いたします。

► 定期身体能力測定・体組成分測定の実施

► 現場視察によるヒアリング と問題把握、簡単なアドバイス

► 健康づくりの推進計画作成、取り組みに対する評価・改善

► 健康づくりの投資効果の見える化

► 健康づくり推進のためのセミナー・研修の実施支援

► 環境整備(人・物・情報の整理・整頓、3定管理など)サポート

► 安全衛生委員会のへの出席

► 健康経営優良法人認定取得サポート （取り組み計画、HP・SNSのサポート）



健康についてのセミナー

管理職・従業員それぞれに向けたヘルスリテラシー向上のため の

健康講座を実施したり、パンフレットの作成を行います。

事前ヒアリングで内容を精査し、より効果が出るものに仕上げます。

► 食事

　食育・ヘルシーメニューの紹介・ヘルシー認定店の紹介など

► 運動

　運動講座、自宅でもできる簡易的な運動の紹介など

► 腰痛

　腰痛の基本知識、腰痛予防のケア、腰痛後のケアなど

► その他

　睡眠、口腔ケア、女性の健康など



従業員様に個別施術

腰痛や肩こりなどの筋骨格系障害を予防・改善するために
ベッド一台置けるスペースをお借りして施術します。

► 痛みやコリなどの相談

► 身体・姿勢評価、原因の特定

► 原因を解決するためのストレッチ

► セルフケア方法の提案

など、病院で受けられる治療レベルの施術 をご提供します。

※個別施術は20分～30分で行うため、その間の作業が止まってしまうことをご

了承ください。



医療専門家チームによる健康相談窓口（NEW）

► 従業員が24時間いつでも専門家にチャット相談 できるサービス

► 基本的に相談してから24時間以内に返信をします。
（随時ブラッシュアップ）

► 「病院に行くほどじゃないけど気になることが…」
「相談したいけれど、上司にはちょっと…」

► 家族からの相談も OK

► 理学療法士、看護師、公認心理士、管理栄養士に相談することができます。
（随時対応できる方を増やす予定）

　今後アプリにしていく予定です。



健康増進アプリ



健康増進アプリ



健康増進アプリ



健康増進アプリ



医療専門家チームによる健康経営サポート

貴社の健康経営の推進

理学療法士
医師

看護師

保健師管理栄養士

社会福祉士

公認心理士

保育士



健康への投資で人財資源・企業価値の向上へ

健康資源（土）

個人の健康（根）

知能・技能・人脈（枝）

知的財産

時間人

物
知的
財産

金

情報時間

物

金

情報
企
業
価
値
向
上



導入ステップ



サービススケジュール例（１年目）

１ヶ月目　　健康経営ヒアリングとフィードバック

　　　　　　従業員アンケートでの問題点把握

健康経営戦略マップの作成

２ヶ月目　　従業員の身体能力チェック、InBody測定

３ヶ月目　　経営者、管理職へのリーダーシップ・健康経営研修

４ヶ月目　　現場視察と現場の従業員へのヒアリング

５ヶ月目〜　健康経営施策の検討、実行

１２ヶ月目　施策の効果検証、フィードバック

従業員アンケートの実施、健康投資効果の振り返り　

健康経営の土台作り

（準備コンサル）

健康経営の風土作り

（伴走支援）



サービススケジュール例（２年目）

１ヶ月目　　健康経営戦略マップの作成

従業員の身体能力チェック、InBody測定

２ヶ月目　　経営者、管理職へのリーダーシップ・健康経営研修

３ヶ月目～　現場視察と現場の従業員へのヒアリング

１２ヶ月目　健康経営施策の検討、実行

　  施策の効果検証、フィードバック

従業員アンケートの実施、健康投資効果の振り返り　

健康経営の風土作り



料金プラン



サービスの価格表

► 価格表（参考）

　　※1 健康経営伴走支援コンサル、アプリ及び専門家相談窓口は１年間ごとの契約となります。

　　※2 表にない個別施術時間、料金は応相談。出張個別施術は３か月ごとの契約となります。

　　※3 健康経営コンサルの契約した場合、健康セミナーは基本無料で行います。（別専門家を呼ぶ場合、別途費用）

► 上記+別途交通費

訪問時間 訪問頻度 価格（税込）

健康経営準備コンサル
　　伴走支援コンサル※1

１～２時間 １回/月 55万円（4～6ヶ月）
11万円/月

出張個別施術※2 ４～８時間

１回/月
２回/月
４回/月
８回/月

11万円/月
19.6万円/月
33万円/月
59.4万円/月
※８時間/日を想定

健康セミナー※3 ２～３時間 １回 11万円/回

従業員用健康管理アプリ
医療専門家相談窓口※1

ー ー
最低料金2.2万円
10人ごとに15,400円/月〜



ご提案



お試し無料サービスのご案内
ここまでお話していきましたが、どんな感じでやるのか、本当に依頼していいのかなど
信頼が足りていないと思っています。

そこで健康による損失調査や健康経営のヒアリングを
無料で試してみませんか？

その他、腰痛調査や身体能力調査も可能です。

2026年4月から全ての事業者に対し、60歳以上の高年齢労働者の労働災害防止措
置が求められます。（努力義務）

「何をしたらいいかわからない」

「専門家に見てほしい」

という声をよくいただきます。





最後に少し事業への想いを…
私が産業保健（予防）に興味が出たきっかけは、１人の患者さんでした。

整形外科病院で事務仕事をしている女性の肘のリハビリを担当していました。こまめに
ストレッチをしても取れない痛み 。姿勢を治しても改善してこない 。どうすればいいか
悩んだところ、ふと思いついたことがあります。

「どんなデスク環境で仕事をしていますか？」

リハビリ室にあるデスクと椅子で仕事場を再現していただいたところ、椅子が低すぎて、肩をすくま
せながらマウスやキーボードを使っている ことがわかりました。

「この椅子、これくらい高くしてみたらどうですか？」

そう提案したところ、次の来院のときには痛みがいっさい消えていました 。

どんなに治療を頑張るよりも、運動をするよりも、環境一つ変えることの方が重要なんだ と実感し
ました。

そこから、病院に来る前の段階で、予防や環境整備をしていく必要があると考え、
今BizWellyのサービスを展開しています。


